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富井碧、木下照代、白井まり子、渡邉武雄、能城美佐子、鈴

木眞廣、君塚善恵、岩瀬志帆、岡村京子、松倉佳子、渡辺務、

菊池定勝

事務局

前沢健康福祉部長、白石子育て支援課長、茂木子ども家庭係

長、小野田保育係長、渡邉主任主事、健康づくり課圓川総括

保健師
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７ 非公開の理由
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９ 所管課
健康福祉部子育て支援課子ども家庭係

電話 ０４３９－８０－１２５６

10 会議録（発言の内容） 別紙のとおり
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平成２６年度第５回富津市子ども・子育て会議 会議録 

発言者 発言内容 

事務局・茂木 

渡辺会長 

佐久間市長 

事務局・茂木 

事務局・茂木 

渡辺会長 

１ 開会 

・資料の確認 

２ 会長挨拶 

３ 市長挨拶 

（市長退席） 

・会議の成立 

 本日、井上委員、廣田委員、相澤委員が欠席で、12

名の委員の方が出席でございます。よって、過半数を

超えており、子ども・子育て会議設置条例第６条第２

項の規定により、会議は成立しております。 

・会議の公開 

 この会議につきましては、富津市情報公開条例第２

３条の規定により、会議は公開することとなっており

ます。 

 本日の傍聴人はおりません。 

 議事進行は、渡辺会長にお願いいたします。 

・会議録署名人 

 議題に入る前に本日の会議録署名人を指名いたしま

す。本日の会議録署名人は、君塚委員を指名します。

４ 議題 

＜（１）今後の子ども・子育て会議の進め方について

＞ 
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渡辺会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

鈴木副会長 

議題（１）今後の子ども・子育て会議の進め方につ

いてを議題とします。事務局の説明を求めます。 

 前回の会議で、今後の子ども・子育て会議の進め方

について、学童や支援センターなどテーマを決めて、

少人数で意見を出していったらどうかという意見をい

ただきました。 

このため、次の会議で、これからの子ども・子育て

会議の在り方、できればテーマを絞って、ご提案いた

だき、それを受けて、来年度以降の方向性を検討して

いくということになりました。 

つきましては、子ども・子育て会議の来年度以降の

進め方について御意見を伺いたいと思います。事務局

といたしましては、未就園児を中心として切れ目のな

い支援について検討いただければと考えております。

○質疑・意見 

事務局の説明が終わりました。ご意見等をお願いし

ます。 

先般、次世代育成支援行動計画の会議が終了したと

聞いております。この子ども・子育て会議が次世代育

成の分野を併せて検討し、具体的に考えていくことに

なっていくとすると、ここに集まった委員だけでは、

専門というか当事者として弱い部分があるのかなと思

います。その辺を合同会議的な位置づけをしていくと

したら、課題、対象者別の専門の検討チーム、部会形

式的なものを作ったうえで、そこでこういう分野が少

し弱いのではないかということを議論していけば、補

っていけるのではないかと思います。これからそうい

うことを検討する場を整えていけたらと思いますが、

どうでしょうか。 
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事務局・白石 

鈴木副会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

事務局・白石 

例えば障がい児童の就学支援について、支援のシー

トが出来たりと前進していると把握しております。そ

れを今後続けていく、拡充していこうとしたときにど

ういう風にこの子ども・子育て会議の中で議論して深

めていけるのか、実施事業として形にしていけるのか

というのは考えていかなくてはいけないことだと思い

ます。 

そのことだけではなく、会議の中で議論していくう

えでいろんな課題が出てくるのではないかと思いま

す。そこで、この会議で次世代育成の分野を吸収して

いくということの考え方を聞かせてください。 

次世代育成支援をどう進めていくかということです

が、まず、今回の計画の中に次世代の施策を取り込み

ました。このことにつきましては、この計画の中で入

っていますのでこの会議でこれからＰＤＣＡサイクル

に基づいて、検討していただくことになっています。

また、障がい児の指導の方の意見を聞くということ

ですが、前回の次世代育成支援行動計画の会議の時に

もご提案いただいております。この会議の皆さん委員

の任期は 11 月で満了します。その際に障がい児を指導

されている方を委員にということをご提案いただいて

おります。そのことについては改選に併せて委員の選

考を考えていきたいと思います。 

ということは、11 月の任期まで、半年以上空白にな

るということですか。 

そういうことになります。 

次世代育成の会議の委員の任期は３月までで、最後

の会議が先週終わったので役目を終えたということで

よろしいですか。 

はい、その通りです。 
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渡辺会長 

事務局・白石 

鈴木副会長 

事務局・白石 

鈴木副会長 

事務局・白石 

鈴木副会長 

渡辺会長 

事務局・白石 

この会議の委員の任期が 11 月までで、その改選のタ

イミングで障がい児に関わる人を委員に加えるという

ことでよろしいでしょうか。 

それについては、これから検討することです。 

今の会議の設置規定では、新たに加えることは難し

いのですか。 

この会議は条例で委員は 15 名以内としています。現

在 15 名の委員の方がいらっしゃいますので、これ以上

増やすことはできません。 

また、さきほど部会等というお話がありましたが、

条例上この会議に部会を設置する規定がありませんの

で、正式にこの会議の下に部会を設置することは今の

条例ではできない状態です。任意の勉強会等で議論を

重ねることはできますが、会議の中で正式なものとし

て部会を設けることはできません。 

条例上できないとなると、任意の勉強会としてそこ

で議論されたことは、あくまで任意であるので、この

15 名の意見としてするなら、この会議の中の発言とす

るということじゃないといけないということですか。

各委員の提出資料として、勉強会の検討結果を資料

として提出いただくことは可能です。例えば国の会議

でも委員提案で資料を提出等しておりますので、資料

を提出いただいて、他の委員の意見を聞くということ

は可能です。 

わかりました。 

この子ども・子育て会議の委員としては、11 月まで

だと思うのですが、来年度この会議は 11 月の任期まで

に何回位開催をする予定ですか。 

予算上は３回開催することを考えています。そのう

ち１回は、改選を行った後に決まった委員の委嘱や会
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渡辺会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

事務局・白石 

長等を決めることになりますので、11 月 13 日以降は

必ず会議を１回開催することは決定しております。 

残りの２回については、今の段階では決まっており

ませんが、市として諮問することがあればその時に開

催します。ただ、今の段階でいつやるかは決定してお

りません。 

来年度全部で３回のうち、そのうちの１回は 11 月以

降で、あとの２回は４月から 11 月までの間に２回はや

ることができるということでよろしいでしょうか。 

11 月以降に２回開催することもできますが、いつや

るかについては、今後検討していくことになります。

では、この子育て・会議をどうやって進めて行くか

ですが、事務局から説明があったようにテーマを絞っ

て、未就園児を中心として切れ目のない支援策に取り

組んで行ったらどうかと、また、鈴木委員からは、そ

こにさらに障がい児の支援を加え、そこに委員も加え

て検討したらどうかと提案がありました。 

それらを踏まえて、皆さんどうでしょうか。 

それでは、白石課長の方から切れ目のない支援につ

いて、もう少し具体的なみなさんがイメージできるテ

ーマがあればお願いします。 

切れ目のない支援というと、やはり未就園児がメイ

ンとなってくると思います。幼稚園や保育所に入って

いる子どもについてはそこで接点がありますが、幼稚

園や保育所に入っていない子どもとその保護者につい

ては、例えば３歳児健診が終わると市との関わりはな

くなり、あとは自らで行っていただく支援センター等

での関わりだと思われます。そういうところを利用し



6 

松倉委員 

事務局・白石 

松倉委員 

ない方々が本来支援の必要な人たちではないかと考え

ますので、提案させていただきました。 

また、前回学童保育について、ご提案いただきまし

たが、学童保育については、市が補助金を交付して支

援しています。今後はどのように拡充していくかです

が、それは例えば他市でも取り組んでいるところがあ

るような直営でやるかなど、市としてどういう風に取

り組んでいくか、どのような施策を打っていくかだと

思います。そのように考えると事務局としては、未就

園児に対する切れ目のない支援の方が皆さんに検討し

ていただく内容としてふさわしいのではないかと思い

ます。そのことについては、皆さんの実体験等も聞け

ますので、テーマとして適しているのではないかと思

い提案させていただきました。 

幼稚園や保育所を利用していない家庭について、支

援が必要なのではないかということですが、実際に富

津市で幼稚園や保育所を利用してない未就園家庭がど

れ位いて、例えばこういうことが問題となっていると

か、こういう支援が必要ではないかという具体的な問

題というのは見えているのでしょうか。 

ニーズ調査の回答の中で、多かった意見として、支

援センターが独立したものではないとか、市役所は敷

居が高くて行きづらいという意見が自由表記でありま

した。具体的な数字は今わかりませんが、就学前の児

童についてはそういうところが課題だと思います。 

支援センターが無いとか、公園や図書館が無いなど、

物的な資源が無いから「ない」と言っていると思いま

すが、実際家庭の中で抱えている問題が明らかでない

と、支援センターが必要なのか、それとも、もっと別

のものが必要なのかということは見えてこないかなと
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事務局・白石 

鈴木副会長 

思います。そこが把握できていると議論が進んで方向

性が見えやすいかなと思ったのですが。 

ニーズ調査では、そこまで調査項目はなく、自由記

載になってしまいます。ニーズ調査では図書館や公園

の意見が多くて、ソフト面で何がというのはつかめき

れておりません。 

時間的なこともあってやれなかったこともいっぱい

あったと思います。この会議では、みんなが子育てと

かその支援の専門家ではないかと思います。色々な職

域の人たちが集まって議論しようとしたときに、何が

課題なのかということをみえる化してもらわないとい

けないです。それを誰がやるかというと行政だけでな

く、我々も当事者として、こういう声があるとか、や

ってみたらこうだったとか、みんなの中で発言をして

この会議の中でみえる化していかないと会議ならない

というか、みんなが意見を出し合う場となっていかな

いので、そこが大きな課題だなと思います。 

アンケートで取れなかったことがあるというのは事

実で、そうなのだろうと思います。そういった所は、

直接声として集めてきて欲しいとか具体的に動き出さ

ないと、現状から何も変わらないと思います。 

市としても予算があって、やりたいこともやれなか

ったということもあると思いますが、課題を出しあっ

て、何かいい方法やお金をかけなくてもできる方法を

みんなで議論することが大事だと思います。 

勉強会というスタイルが今日の会議の中で共有事項

として、みんなの中で確認ができれば、その中で意見

を出していって、新たな課題や課題解決の糸口が見つ

けていけるのかなと思います。 

それには、こういった会議ですと皆さんが緊張して



8 

事務局・白石 

しまい、正しいことを言わなくちゃいけないと思って

しまって、委縮してしまうので、みんなの緊張をほぐ

してざっくばらんに発言できる雰囲気を作っていくこ

とが必要で、そのためには、勉強会みたいなスタイル

がいいかなと思います。 

それと、未就園の子どもに集中してということです

が、富津市の計画はマイナス１歳の妊娠期から対象と

していますので、妊娠期のことを考える、それは受診

を何回できるかという切符のことだけではなくて、未

就園の時期のこと、学童、学齢期のこと、障がいをも

った子たちの育ちを支える仕組みをつくること、さら

にもっと言えば、将来の父親母親を育てるという意味

では小学生・中学生・高校生の子ども達がどうやって

育児という文化に出会える場を作るかというのも、も

う一つ大きな課題としてあると思うので、学校教育の

方でも育児参加という機会を作るという必要だと思い

ます。そのためには大きなまちづくりという視点で考

えることが必要で、人がこの場所で生活する、生きる、

育つということに安心と信頼が持てるまちというもの

をどうやって作るかを考えていかなくてはいけないこ

とで、支援センターみたいなものを作るという入口だ

けの話ではないと思います。それはやっぱり皆さんが

意見を持ってらっしゃるはずなので、勉強会みたいな

ところでみんなが発言できる場を形にしていきたいな

と思います。 

まず、皆さんの任期 11 月までです。皆さんに議論し

ていただいて、その結果として、平成 28 年度でこれを

やろうとなった時に、予算に反映させるには予算要求

の時期があります。９月遅くても 10 月位までには結論

を出して、事務局で予算要求していかなくてはなりま
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菊地委員 

鈴木副会長 

渡辺会長 

せん。それを考えるとあまり期間はありませんが、９

月位には、何らかの結論を出していただければ、事務

局としてそれを検討することは可能です。そのために

は、勉強会するにしても議論し尽すことが出来ないと

思いますので、テーマは一つに絞っていただいた方が

良いと思います。 

先ほど出ました障がい児の支援については、市の中

でも色々な課で会議を設置していると思います。例え

ば教育センターですと、特別支援連携協議会という専

門性を持った人たちや障がい児のお母さんの代表に出

ていただく会議を設置しています。そこの中で話し合

われていることや課題となっていることは、この会議

に提案することはできると思います。また色々なとこ

ろでやっている会議との連携というのも必要となって

くるのかなと思います。 

例えば就学前の子どもについて、社会福祉課でやっ

ている子ども部会でライフサポートファイルをいかに

広めることや活用してもらうかなどを検討されている

と聞いています。 

ここが子ども・子育て会議という広い範疇ですから、

色々な会議でのことをこの場で提案していただくとい

うことも大事かと思います。 

それぞれ一生懸命やっていると思いますが、バラバ

ラなんですよね。 

今の議論は、未就園児の切れ目のない支援からスタ

ートして、その中で支援はハコものだけではなく、課

題は浮き彫りにしなくてはいけないという指摘をいた

だきました。その中では、行政だけ、アンケートの結

果だけに頼るわけにもいかないし、行政だけがこれが

課題ですと決めつけるわけにもいかなくて、ここにい
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岡村委員 

る現場に関わっている人たちが中心として、課題を浮

き彫りにしていくということが必要なのかなと思いま

した。また、鈴木委員から勉強会という提案があり、

その中でマタニティ、学童、障がい児とか将来お父さ

ん、お母さんになる小中学生のうちから育児を考える

機会を作れればということを話していけたらと提案が

ありました。菊地委員からは障がい児については、い

ろんなところで取り組んでいるので、連携が必要じゃ

ないかと指摘がありました。 

この中から絞り込んで行くことは必要かなと思いま

す。例えば 11 月までの任期の中で何か結論を出して提

言するものを作っていくのか、それとも次の委員に引

き継いでいくのかで進め方が違うと思います。また、

予算を反映させるには、少なくとも９月位までにはあ

る程度決まっていないと、予算化するというのは難し

いことだと思います。それらを踏まえて、皆さんどう

いう方向でいったらよいか考えていただきたいと思い

ます。 

私は、学童保育に携わっていますので、やはり学童

保育について、ゆっくりお話しする機会を持ちたいな

と思っています。学童クラブは今度小学校６年生まで

入れる状態になります。先ほどのお話の小学生・中学

生に子どもの保育に関することなどを覚えてもらうと

いう場でもあると学童保育は思います。学童は一人っ

子でも色々な子どもと関わるなかでお兄さんになった

り、お姉さんになったりと現実的な生活の場だと思い

ますので、できればしっかりとした指導員さんを確保

したいというのが現実的には思います。子どもがその

人をみて尊敬できて、その人たちと一緒に素敵な生活

していく場所を作っていきたいと思っています。学童
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渡辺会長 

鈴木副会長 

保育は、例えば指導員さんの資格について、必要性が

あまりなかったりと大切に見られていない部分が今あ

ると思います。今後の子ども・子育ての新制度の中で

変わっていくのは分かっていますが、現状がしっかり

していないので、これから変わりますよとなっていて

も、力をいれて良い指導員さんを育てるためには、補

助金をもらっても安い給料ですので、若い指導員、力

を持った人達がなかなか集まってきません。なので、

指導員さんをやってもらう方はどうしても世代的に高

い方や学生の方になってしまいます。やはり学童を専

門にできる人を各学童に必要だと思いますので、勉強

会の中にも学童保育の場も入れて欲しいと思います。

学童にも質を高めましょうという意見で、ただ補助

だけで、ただやれば良いわけではなく、個々のクオリ

ティを高めてやっていきたいと、そのための取り組み

について議論をしてもらいとのことでした。 

学童では、計画の中で目標を持ったわけだからそれ

をどう実現する具体性を描きださないといけなくて、

それは補助金だけで済むかという簡単な話ではないと

思います。言われたように学童では指導員を探すのが

本当に苦労しているのですよね。指導員をどうやって

確保していくのかという課題が出てきて、計画に掲げ

た目標を達成するにはどういうことを乗り越えていく

のかという具体的な話をしないと、目標を立てて、手

を挙げてくれればお金を出しますとするけど、結局手

を挙げてくれなかったと終わってしまうのは、悔しい

かなと思います。手が挙がらなかったのはいらないと

いうことではなくて、やろうと思ったのだけど、形が

整いきらなかったということはあると思うので、学童

のことでもそういうことは考えなくてはいけないこと
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渡辺会長 

鈴木副会長 

渡辺会長 

だと思います。必ずしもみんなで知恵をだして実現で

きることばかりではないと思うけど、色々みんなで考

えたけどやっぱり難しいということかもしれません

が、みんなで考えたということが大事だと思います。

なので、市と対決しようと思っているわけではなく

て、そういう雰囲気というか、土壌を作り出していく

ということが大事だと思います。勉強会を４つ作って

しまって、そこから一つずつ意見を言われると大変だ

と思われてしまうと困ってしまって、その中の３つ４

つから意見が出ても、一つでも前向きに市が実現する

のに努力したということでも始まるのであれば良いの

ではないかと思います。そういうことをやるにしても、

スケジュール的に議会がいつあってどういう形で提案

したら、議会の中で議論してもらえるのかとタイムス

ケジュールも市民にはわからないところで、さきほど

の課長の話の中で９月までに何らかの提案ができるよ

うに、我々も一生懸命やっていかないといけないとい

う覚悟をしていかないといけないということが確認で

きることでも違うのかなと思います。 

鈴木委員は、９月位までにある程度一つの成果、結

論づいたものをこの会議のなかで作っていきたいとの

ことですね。 

作っていきたいですね。また、課長が言われたよう

に未就園だけに限定してしまうと、学童から委員が出

ているのにそれでは、面白くないかなと思います。 

話を戻しますと、今後のこの会の進め方ですが、ど

ういうものをテーマにして、どうやって進めて行くか

を考えていただきたいです。 

今出ているのが、マタニティ、未就園児、学童、障

がい児、それからそれぞれの連携というところです。
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事務局・白石 

鈴木副会長 

渡辺会長 

皆さんどうでしょうか。 

これは、具体的に計画を作るとかではなくて、我々

の立場というのは、提言という形でよろしいのですよ

ね。行政に対して、具体的にこのようなことをやった

ら良いのではないかということを提言するという形で

すよね。 

おっしゃる通りです。提言という形で出していただ

ければと思います。ただ、先ほど出ました学童の整備

については、事業計画がありますのでそれはその中で

の議論になるかと思いますが、全般的な提言の形でだ

していただければと思います。勉強会をもしやって結

論が出れば、この会議に諮っていただいて、全員の意

見を聞くという形はとれると思います。 

提言という形でしか声が挙げられないのかと思いま

すが、この後の報告にありますがこの資料に出ている

パブリックコメントの回答を読むと、「考えていないた

め修正は行いません」とスパッと切られているのを見

ると、声を出すのも寂しくなってしまう気がします。

やっぱり、なんでこうできないのかというのをお互い

に意見を出し合って、擦りあわせたうえで、どの辺か

らは歩み寄れるのか、いくら考えても無理なのかとい

うことを含めて、コミュニケーションが欲しいですよ。

それは計画にありませんとか、考えていませんとかス

パッと切られてしまうと、距離としてものすごく間に

溝があると思います。 

行政に子ども子育て会議から提言していくわけです

けども、前回までに皆さんの協力を経て、計画を立て

ましたよね。私から前にも申し上げましたが、それが

いかに生きたものになるかということについて、意見
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鈴木副会長 

を出していくことが必要だと思います。計画に魂を入

れていくというか、これは使いやすい、こんなことが

できたら良いというようなことを形作る、方向づける

というようなことまで、この会議で踏み込んで良いと

思っています。先ほど岡村委員から出ましたけど、学

童で指導委員の確保というのが課題であるということ

であれば、このメンバーの中でこんなことをしたらど

うですかというようなことを行政に上げれば、行政の

方も何から何までダメですという訳じゃないと思いま

す。それは使えますねということであれば、即実行に

移せることもあるのではないかと思います。というこ

とから、私はこの会議は具体的にやっていった方が良

いのではないかと思います。この会議は話が広くなっ

てしまっていって、理想論みたいなことをずっと議論

し続けてしまう懸念があって、それはやってはいけな

いわけじゃないのだけど、それを踏まえつつ、それを

できるだけ具体的に施策に反映できるような議論して

いくというのが必要ではないかと思いますが、皆さん

いかがでしょうか。これはすごく難しい話ですが、市

役所で集まってこうやって机並べて会議をやると、テ

ーマがあってそれについてどうですかということにな

ります。意見が出て、賛成、反対となって、じゃあこ

れにしましょうということになります。この会議は、

そうじゃなくて、もっとクリエイティブなことまでや

っていかないとこの会議の意味がなくなってしまうと

いうか、計画からさらに踏み込んで、質を上げていく

ような議論をしていくことが求められているような気

がします。 

ブレーンストーミングみたいにいったん頭の中を崩

して、みんなが思う存分話し合える中から、知恵とか
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松倉委員 

アイディアとかが出てくるもので、それは今のこの形

では無理だと思います。何か現状を守るだけしかでき

ないとあれば、そこは、何とかしたいと思うわけです。

この会議はそういう意味では、正式な会議で議題提案

されたことをみんなで議論して進めて行くという会議

と位置付けるとすれば、なおさらそうではないところ

で、自由な意見が出せる場を出し合っていきたいです。

それは我々だけがやる勉強会ではなくて、課長、係長

含め、課の人たちも入ってもらって、行政の枠を外し

て、一緒に考えるという仕組みを作り、アイディアに

ついてこういうやり方をしたら、できるのではないか

ということを行政側からの意見も出せるような、そう

いう関係ができていくといいなと思います。それは、

理想論でもなくて、本来のものだと思います。それに

はこういう議会答弁みたいな会議ではできないのでは

ないかと思います。 

また、アンケート調査をするというのは、費用の面

などから現実的ではないとは思います。もっと違う方

法で何らか市民の方々の声が何か拾える方法があれ

ば、先ほど出てきた未就園児の家庭の関わりの問題と

かが見えきて、議論の道筋みたいなものが引けるのか

なと思います。それには、どういう方法を取れば、そ

ういう声が拾えるのだろうかと考えているのですけ

ど、例えば保育園や幼稚園が通っていない子たちが、

必ずいくところは病院じゃないかなと思います。そこ

に協力をもらって、何らか簡単にアンケートのような

意見を聞くことができるのかどうか、あるいは保健師

の方々は地域の方々と関わっていると思うので、その

専門家の方たちにヒアリングするとかあると思います

が、何か見えてこないと、自由な討議と言っても、恐
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鈴木副会長 

事務局・圓川 

渡辺会長 

事務局・圓川 

らく皆さん何を発言したらいいのだろうかとわからな

いのではないかなと思います。 

何を言っても良いと思います。ただこういう場じゃ

いけないということです。 

未就園の子どもというのが、私たち保健師が多く関

わるところです。新生児訪問や２か月児訪問では 90％

以上の子どものところに行っておりますし、３歳児前

の乳児教室なども３割から半分くらいの人達が来てく

れています。お子さんたちがどういう風に成長してい

って、お母さんたちがどんなことを困ったり、心配に

なったりしているか、日ごろの業務で知っております

ので、こういう場で現状については話が出来るかと思

います。なので、私たちがこういう場で話をさせてい

ただいて、皆さんで考える部分や課題になりうるとこ

ろとか、どこの役割でどういう風に担っていきましょ

うとかの話が出来たら、鈴木委員の話しているところ

とは近いのかなと思います。 

私たちも直接関わりを持つ方とは、随時話をしてい

ますが、他職種というかこのような会議で皆さんとお

話しすることがなく、こういう場所で一般のお子さん

達のお母さんの話をすることはないので、もし、この

会議で、そのようなことが取り上げられるとすれば、

お話ができるかなと思います。 

例えば今言ったことで話をすることはできますか。

関わっている皆さんでこんなことが課題だなというこ

とがあれば、お話いただけますか。 

例えばお子さんの食事というのはいつでも皆さん心

配していて、課題になっているところです。 

特に 1 歳までは、離乳食を作るということについて、

初めての子育てをする方はどんな風にやったらいいの
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渡辺会長 

事務局・圓川 

か、いつ２回食にするのか、３回にするのかというの

がわからないまま、教室にいらっしゃいます。そうい

った節目のところで、みなさん月齢でお呼びして教室

等をやっていますが、教室に来てみてこれくらいの量

を食べさせていいだとか、もうこんなに進めていいと

かというのは、その場に来ないとわからないことが多

いです。それも集団でやることで意義があって、個別

にやるより、他のお母さんの話が聞けて、その場で交

流が図れることもあります。ただ、来る人は決まって

いて、来ない人には保健師の方が個別にフォローはし

ている状況です。 

乳児期の教室が５つほどありますが、予算編成の段

階でその教室を削減してくれとあったのですが、必要

性を説明して何とか維持しております。１歳半健診か

ら３歳児健診までの２年の間に体格が変わったり虫歯

が多くなったりするので、この４月からは２歳半の教

室を始めるようにして、未就園の子どもの事業を入れ

てくことでフォローはしています。来られない方のこ

とやなかなか手の届かないところ等もありますので、

機会があれば色々な声を聞かせていただければと思い

ます。 

未就園児の親御さんの不安があって、来てくれる人

には色々行政の支援策もあるけど、そこに来ない人を

どうやって呼び込むかというのが課題であるというこ

とですよね。 

お母さんたちも良かれと思って色々やりたいのだけ

ど、そもそもどうやっていいかわからない。その時期

その時期にあったことを伝えていきたいなということ

は思っています。結果的に３歳児健診で体格が肥満で

はなくて、普通だったとしても好き嫌いが多いのは３
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渡辺会長 

松倉委員 

渡辺会長 

菊地委員 

歳で改善するのはなかなか難しいので、ただ単純に太

ってなければいい、痩せてなければいい、適度に食べ

るからいいという訳ではなく、それをどうにかしたい

と思ったら、特に乳児期がすごく大事で、そこは私た

ちが一番関われるところだと思いますので、そこのと

ころは特に力をいれてやっていきたいと思っていま

す。ただ、こちらの人数もいなかったり、時間もそん

なに無いものですから、本来はここまでやりたいとい

うのはありますが、やりきれないというのもあったり

するので、考えて今以上にやっていけたら、もっとい

いかなとも思います。 

松倉委員から子育て世帯からのニーズをどうやって

拾うかという問題提起があって、保健師さんにも現状

での課題等のお話をいただきました。松倉委員の意見

というのは、本当のニーズとかがわからないと何を言

っていいかわかりづらいということでよいでしょう

か。 

何か一つに絞ったらとすると、それではという意見

があり、未就園児のことが問題なのか、何のことが問

題として議論して行ったらよいかというのがつかめな

いと思います。 

テーマを絞り込んでいくという、話をしていますが、

皆さんどうですか。 

今の話を聞いたりすると、今それぞれ担当している

ところで、その担当している部分で、課題に思ってい

るということはあると思います。その中で話していた

だくのだったら、重点を絞ってここのところで皆さん

で議論してみましょうということはできると思いま

す。今日は難しいと思うので、次回の時にその課題を

持ち寄るだとかはできるかなと思います。 
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鈴木副会長 

渡辺会長 

任期が切れるまでもう一回というと何ができるかと

なると、待っているのではなくて、これを何が何でも

やってもらいたいというのがあればいいけど、そこで

みんなが課題をみえる化していく、何かそれを乗り越

える方法はないかと考えるということが意味のある大

事なことだと思います。先ほどの話を聞けば、もっと

他にもこういう話はあると思うし、それをやっぱりも

っとみんなで話していける場があったら、みんなのそ

れぞれの想いが出せるのだろうなと思います。１５人

の委員が人数的にフランクに話すには多いので、少な

くともいくつかのグループに別れて、それぞれが少し

課題意識を持ってやっていける形があるといいなと思

います。 

例えばＰＴＡ組織を通じて、ＰＴＡとして学童とい

う問題をどう考えるのとか、ＰＴＡの人たちに調べて

もらうとか、やり方としてはありますよね。何でもか

んでも行政にお願いしてやってもらうのではなくて、

わかりたいことが見えてくるとどうしたらよいかとい

うのは出てくるのではないかと思います。 

課長の言った切れ目のないというのは大事で、そこ

に意味を見つけていこうとするとどこからどこまでを

切れ目のないと考えるとすると、未就園だけの問題で

は決してないかと思います。 

今はテーマを絞り込むという話と、もう少し大きく

という話ですが、具体的にテーマというのは何かあり

ますか。もし勉強会やグループ分けという話の中で、

具体的に絞り込んでこうしたらどうかということがあ

ればお願いします。 

今の時点で何月までにこれに絞り込むという形にす

るのかというようなこともあると思いますが、どうで
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松倉委員 

渡辺会長 

松倉委員 

鈴木副会長 

しょうか。 

鈴木委員と対極のことを言っているわけではなく

て、例えば妊娠マタニティ期、未就園の期、学齢期、

今後親になっていく世代、そこを分けてこの部分では

何が課題になっていて、そこに対してこういうことを

やっていこうという提案は予算のこともあるでしょう

から難しいと思います。ここでの方向性や大切にしな

きゃいけないことは何なのかということは話していけ

るし、イメージをつけやすいかなと、ずっと長く話し

てしまうと散漫な話になってしまうし、こういうグル

ープを作って、その中で何が課題でどういう方向性を

もって考えていこうかということから進めて行けると

進めやすいかなと思います。 

妊娠マタニティ期・未就園期・学齢期・親になって

いく世代、その４つをどう進めていくか、一つずつ最

初からやっていくか、４つを部会制として同時進行で

行くのか、お考えはありますか。 

議論をしやすいのは部会制で小さい人数だと思いま

すが、少人数になると、きっとそれぞれ皆さんの予定

とかあったりして、あまりにも少なくなりすぎる時が

あるかなと懸念があると思います。また、１５人なの

で４つに分けるとかなり少なくなり、どういう風に分

けるかなとは思います。 

今の提案は最初に出した意見にも沿っているので賛

成ですが、15 人ということを考えると、将来の親にな

っていく世代のことは次の委員に譲って、前の３つを

５人ずつ３グループに分けて、そういう形で勉強会と

いう形かわかりませんが、９月に提言するという思い

でやるのではなく、課題をみんなで絞り出していくと

いうところから始めていって、そうしたらこういうこ
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渡辺会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

事務局・白石 

松倉委員 

事務局・白石 

鈴木副会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

鈴木副会長 

渡辺会長 

とをやって欲しいよねということが出てくるかもしれ

ないですよね。出てきたときには提言するというスタ

ンスの勉強会を認めてもらうということを今日確認し

たいところです。 

話がだんだんフォーカスされてきまして、３つ位の

部会制ということになってきましたがどうでしょう

か。事務局としていかがですか。 

現実的に勉強会になりますと任意になりますので、

正式な会議ではありません。みなさん任意で参加する

ことになりますので、任意で割り振って勉強会でいい

のかなとは思います。 

任意ということになると完全にボランティアで参加

ということになるということですか。 

正式な会議でしたら会議の出席要請をしますが、勉

強会ですとみなさん任意で集まっていただくことにな

り、条例上の会議とは異なってしまいます。あくまで

現在の制度上の会議は全員集まっての会議になりま

す。 

それしか正式に認められないのですよね。 

それは今の制度上はそうなっています。 

この会にやったことを報告して、やったことをこの

会議として認めればよいのではないですか。 

それは構いません。 

一番の問題は費用弁償ですか。 

いらないっていえばいいわけですか。それはお金で

限界を作ってしまうのはもったいないですよね。ただ、

みんながそういうものではなく、それぞれ考えがある

とは思いますが。 

会長の立場からすると、お金は出ないけど、みんな

にやってくださいというのは、会長の立場からは言え



22 

富井委員 

松倉委員 

事務局・白石 

松倉委員 

鈴木副会長 

ないし、言うものではないと思います。任意でやって

いただくということは、できるだけみなさんに負担を

かけないで活発な意見を言っていただきたいと思いま

す。例えば仕事を休んできている方、途中で抜け出し

てきている方がいらっしゃいます。それぞれ事情があ

りますので、その中でどういう形ができるかを考えな

ければと思います。その辺を考慮入れて考えていただ

ければと思います。 

３つに５人ずつ分けて、ボランティアで自主的に集

まってとなると、仕事抜け出してきている人たちは、

出られるのかなと思います。例えば２人とかなったと

きにうまく話が進むのかは不安です。この場では、出

ますと言っていても、仕事中の人たちは何が入るかわ

からないし、そうなると仕事優先になると思うので、

どうやったらうまく集まってやれるだろうと思いま

す。本当に自主的に集まって５人ずつでできるのかな

と不安があります。 

２回は集まってこういう形が必ずできるということ

であれば、一定の時間はグループで意見を出し合って、

何時にはその意見を会議で報告して、それについて議

論をしますという方法もダメですか。やはり１５人が

常にいないとダメでしょうか。 

それは可能です。同じ日の会議の中でグループごと

に討議することは、構いません。 

そうすれば２回ですが、確実にできる方法ではある

かなと思います。そこでその時期にかかわりのある職

員の方にもアドバイザーとして入ってもらって、話を

するという形であれば、確実にできるかなと思います。

始めてみないと始まらないので、可能性があること

はやってみる方が良いと思います。お昼を挟んで午前
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事務局・圓川 

渡辺会長 

君塚委員 

中からやれるのかというのもあるし、午後の中でも分

かれる時間と全体会議とをやると、かなりの時間が限

られるけれども、それでもやらないよりは、良いかな

と思います。事前にメールとかを使って、会議で話す

内容をこうやっていきたいとか宿題とか話し合うとい

うように、やり方の工夫もできて、それでそれを持ち

寄って何月何日の会議で出来れば、少しは動き出すか

なと思います。 

私も自分の仕事の中では、子どもたちの様子は自分

の範疇ではわかりますが、学童に行ってしまった子ど

もたちの学童での課題とか子ども達の何が問題という

のはわからないですよね。それぞれの立場で子どもた

ちの実態がこうですよという報告という形で、小集団

に分かれる前に共有することはどうでしょうか。 

部会をやる前に問題提起をする、課題を抽出すると

いうことですよね。 

それは部会ごとにできるかなと思います。例えばマ

タニティの部会の中で専門の知見の近い人たちが集ま

った中で話していけばできるかなと思います。 

部会として集まるというのはいいことだと思います

が、最初にニーズ調査とアンケートをして、拾えなか

った意見というのは結構あったと思います。それが現

実的には私たちの力では叶えられなかった部分なので

すが、回数の少ない中で次の委員さん達が踏み込んで、

このことについて煮詰めて次の世代の人たちのために

考えてあげられるような道筋をあと２回の会議の中

で、方向性を踏まえた内容で話し合う。私たちが今ま

で関わった以外のことまで手を出してしまうと結局大

きすぎて、何のことについて話し合ったらいいかわか

らない。私たちはニーズ調査とアンケートを踏まえて
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渡辺会長 

君塚委員 

会議をしてきたので、その中で拾えなかった、落とし

てきてしまった意見を次の委員の方々がどういう風に

現実化していいったらいいかという方向性を話し合っ

て、次の委員に引き継いだらよいのではないでしょう

か。 

市の方ではこういうのは落としたけども、何年後に

予算がついたらこういうことは検討ができるとか、こ

ういうこともできるとか、机上の空論でできないこと

ばかりが大きくなっても現実化していかない。できな

かったと終わってしまうことが続くといけないので、

必要なことはこういうことで、ニーズはこういうこと

で、みんながこういうことをお願いしたいという意見

のもとに次の世代に送れることを話し合った方が良い

かなと思います。 

具体的に何かありますか。 

学童の範囲では、指導員さんをどうするかとか、資

格を持っている人たちを優先的にしましょうとか、ま

たマタニティのこととか、私たちが落としてきた要望

の中で予算を含めて叶えられることはなんだろうと絞

り込んで、話し合った方が現実的なのかなと思います。

たくさんやって欲しいことはアンケートの時点でたく

さんあったと思うのですが、私たちが叶えられなかっ

た意見というのもたくさんあって、それは次の世代の

子どもたちのために、次の委員さんたちがどうやって

話し合って、煮詰めていって、予算をどこから抽出し

てくるのかということを踏まえて、こういうことを検

討していったらいいのではないかなと思います。次の

委員さんたちがまたアンケートから始めるのかと言っ

たらそれは現実的じゃないと思うので、アンケート、

ニーズ調査で叶えられなかった部分でも子ども達には
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渡辺会長 

君塚委員 

渡辺会長 

君塚委員 

渡辺会長 

鈴木副会長 

必要なんじゃないかという部分はあると思います。 

課題を絞り込んでということですか。必ずしも２回

の会議にこだわらなくて、次の委員に持ち越しても良

いというスタンスで会議を行っていくということです

か。 

現実的に２回の会議で叶えられることって、ほぼゼ

ロに近いと思います。次の 15 人の委員がどういうこと

について、私たちが頑張ったけどできなかったから、

次はこのことについて、話し合ってもらえるといいか

なと思います。 

テーマを絞り込んで部会制にするというのは、それ

はそれでいいということでよろしいですか。 

その中でもやり残したことを少し現実的に一歩でも

進めて、次の委員に申し送りしたらいいのではないか

と思いますが。 

必ずしも結論にこだわらないってことですかね。結

論を出すのが目的ではなくて、議論を深めて、それを

継続的な審査課題にしてもいいのではないかという意

見だったと思います。先延ばしありきではなくて、結

論が出せるものは出して、方向性が出せるものは出し

ていくけども、それがありきだけではないですよとい

う意見かと思います。 

我々がここまでやってきたことを我々自身が振り返

りながら、これからどうして行ったら良いか意見を、

今出していると思います。これから 11 月にどういった

方々が委員になるかわかりませんが、仮に新しい方が

いっぱい入ってきたときに新しい方に考えてもらうと

するとまたタイムラグが出来てしまうので、少なくと

も自分たちはこういうやり方を始めてみたという一つ

のモデルを残された時間の中で一つやってみる。やっ
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渡辺会長 

能城委員 

松倉委員 

鈴木副会長 

能城委員 

てみてよかったから続けてもらうとか、もう少し違う

やり方があったのかもと引き継ぐとか、やってみて考

える。成果を出さなければいけないと思うと肩に力が

入りますが、成果を求めすぎないで、みんなで課題が

あぶりだすまでいけるかわかりませんが、課題が見え

るようになってくるというのがまずは意味があるかな

と思います。 

また、５人ずつのグループが心配だとのことですが、

皆さんにどれだけ時間があるかだと思います。日にち

が決まっていてその時間の中で、場合によっては複数

のグループに参加するということも、工夫してやれな

いことでもないと思います。まずは、なかなか時間が

取りにくいとすれば、２回なら２回の中で、会議の幅

を広げて全体会と部会をやるところからやってみると

いうことをやれることでも前進かなと思います。 

部会と全体会議でやってみましょうか。皆さん。 

それではそういう形でみなさんに同意をいただいた

という事で今後のあと２回の内の次回はそういう形で

すすめていこうかと思います。それについて、ある程

度ここで方向性を作っておかないといけないのです

が、今出ているテーマとして、妊娠マタニティ期、未

就園児、学齢期の３つのテーマですが、それでよろし

いでしょうか。 

未就園期ですと、幼稚園と保育園に入っている人は

どうなるのですか。未就学期のどちらでしょうか。 

そこはどのように捉えるかですよね。 

未就学だと、就園している子どもも入りますよね。

入りますよね。とすると学齢期というのは、小学校

に入った子ということですか。 
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渡辺会長 

松倉委員 

菊地委員 

渡辺会長 

富井委員 

渡辺会長 

能城委員 

小学生以上ですかね。 

そうすると幼稚園とか保育所に通っている子につい

ては、議論がなくなってしまうかな。なので、未就園

という言葉を使ってしまうと幼稚園、保育所に通って

いる子というのは除外になってしまうと思いますが。

幼稚園、保育所に行っている子と小学生は一緒にし

ていただいた方が、連携のこともありますので、その

辺りも話し合いが出来ますので良いかなと思います。

例えば障がい児の場合だったら、そこは情報がつなが

っていないといけない課題もありますので、一緒にし

ていただいても良いかなと思います。 

幼稚園、保育所に通っている子と小学生は一緒のカ

テゴリーに入れるということですか。 

０、１、２歳でも保育園に行って子もいると思うの

ですけど、その子どもは小学生と一緒のグループに入

るということですか。 

例えば施策として捉えるなら、この年齢だったらこ

ういった助成がありますよとかありますが、今回は施

策で分ける訳ではなく、それについてどういう取組み

をしようかということですよね。 

０歳、１歳でも保育所に通っている子は何らかの支

援が受けられますよね。例えば発達障がいがあったり、

ちょっと問題があるかなという風に感じられる子ども

も保育士の目があったり、専門の先生に来てもらって

みていただいたりとかの支援が受けられることは可能

です。ただ、例えば３歳、４歳でも保育所とか幼稚園

のどこにも入っていない子どもについて、例えば健診

にもいかないとすると、年齢ではなくどこからも支援

の手が受けられないことになります。なので、年齢で

はなくて、未就園ということで保育所・幼稚園に行っ
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鈴木副会長 

渡辺会長 

鈴木副会長 

渡辺会長 

事務局・小野田 

鈴木副会長 

渡辺会長 

事務局・小野田 

ていない子と幼稚園・保育所に入っている子と小学生

と分けた方が良いかなと思います。年齢ではなく、そ

ういう区分で分けた方が良いかなと思いました。 

学校との接続の問題は大切な問題ですけど、それを

やりだしたら２回しかない中ですごく大変ですよね。

大切な問題で、すぐにやりたい課題だと思いますが、

次でいいのではないでしょうか。 

今、部会を３つに分けるということで、どこで分け

るかと話をしていますが、妊娠マタニティの産まれる

までと、産まれてから幼稚園・保育所に入る前までの

未就園、幼稚園・保育所に入ってから小学生の学齢期

の分け方でよろしいでしょうか。 

学齢期の中に幼稚園・保育所に就園している子もい

れるということですよね。 

そうですね。そういう流れだと思います。 

学齢期は小学生で良いと思うのですが、未就園は０

歳から６歳の中で、どこも通っていない子、家庭を対

象として、あとはマタニティとした方が良いのではな

いでしょうか。 

幼稚園、保育所に就園している子というのは、そこ

に何らかの課題があるかもしれないけど、今回は今の

施策の中でカバーするということですかね。 

幼稚園、保育所に通っている子は、学齢期の中でカ

バーするのか、分けるのかということですか。 

幼稚園・保育所に通っている子は、支援を受ける機

会があります。ここでは、どこにも通っていない外に

出てこない家庭というのが、一番心配されるところで

す。例えば虐待があったりだとかというのは、健診に

来なかったりと、そういう表に出てこない家庭が多い

と思います。出てくる家庭の人は、誰かに相談したり、
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松倉委員 

事務局・小野田 

事務局・圓川 

松倉委員 

色んな機関に相談したりして支援を受けることができ

ますが、出てこない人たちをどうするか、どう支援の

手を差し伸べるかがというところが心配するところだ

と思います。保健師が健診来ない家庭を訪問した時に、

ネグレクトだったとわかり、保育所に入れて支援をし

ていこうということもありましたので、就園していな

い子ども、家庭のグループの分け方を事務局としては

希望します。 

学齢期前の人たちの問題として、どこにもつながっ

ていないという所に焦点を一つ絞った段階で始めると

いうことですか。 

はい、そうです。 

保健師としては就園している、いないに関わらずと

いうか、課題をどこに置くかだと思います。例えば食

事の問題だとか生活のリズムの問題だとか、就園して

いる、していないに関わらず、悪い場合はあるわけで

すから健診には皆さん来て欲しいと思います。就園し

ている子は来なくていいとしていないのも、子どもの

身体の育ちというものをお母さんに伝えたいからで

す。ハイリスクの子について取り組むのであれば、就

園している、していないを分けて考えなくてはいけな

いのかもしれませんが、健康管理だというイメージで

いけば分けてはいません。むしろ年齢で考えています。

私は、年齢でいいと思います。学齢期前の子どもの

問題としては未就園児のこととしてもこういう問題は

幼稚園に通っている子にもあるよねというところで議

論されてもいいと思いますが、一つの学齢期前の子ど

もの議論としては、未就園児というところにポイント

を置いて、幼稚園や保育所に通っている子についても

こういうところはあるよねという議論が出てもいい
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岡村委員 

鈴木副会長 

渡辺会長 

鈴木副会長 

渡辺会長 

富井委員 

し、出るはずであると思います。一応学齢期の前とし

ては、未就園というところから課題をあぶりだしてい

く方がいいのかなと思います。 

一番怖いのは育児放棄などの虐待だと思います。子

どもが大変な思いをしている現実があるとすれば、未

就園児のところが大きいと思います。年齢のことも関

係があると思いますが、全てマタニティのところから

全てつながっていることで、もちろんお母さんの気持

ちも安定していなければ、そういったことになってし

まいます。幼稚園・保育所に入っている、入ってない

と関係ないことでもあると思うのですが、どうしても

分けなくてはいけないのでしょうか。 

時間、回数に限りがあるものだから、あれもこれも

とやると広く浅くとなってしまうということがあるこ

とだと思いますが、少なくとも自分たちの任期中は、

手が届かないところに考える視点を集中してあてるこ

とだと思います。この３つの分けた中で、次の委員が

違う視点のあてかたがあるかもしれませんが、我々は

絞った中でやるということでいかがですか。 

今までの話で、産まれる前と、産まれてから保育所・

幼稚園に行ってない人、幼稚園から小学生。この中で

幼稚園・保育園に行っている人を網羅するということ

でいいですか。 

幼稚園・保育園にいっている人は、今は何らかの施

策が講じられているので、そこの中で対応する。 

それは、今回は考えないということですか。何らか

の施策の中で網羅しているから今回は、３つのグルー

プに分けるということですかね。それで皆さんよろし

いでしょうか。 

次の会議からそういう話し合いをするとしたら、ア
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渡辺会長 

事務局・白石 

鈴木副会長 

渡辺会長 

鈴木副会長 

事務局・白石 

ンケート報告書とか見てこようと思うのですが、マタ

ニティ期のところの問題は、どういう所から課題を確

認すればよいのでしょうか。課題はその日に見えてく

るものなのか、何か自分でしてきた方がよいのでしょ

うか。 

まず階層を３つに分けたテーマが決まり、それぞれ

に委員の皆さんがどこのグループの所属が決まってか

らその中でみなさんの中で、自分たちでテーマを決め

ていただこうと思っていました。問題提起をある程度

していただいてもいいですし、こんなことをみんなで

やりましょうと問題提起していただいてもいいです

し、それぞれの中で課題を抽出してくるとしても良い

かなと思いました。 

マタニティ期のことですが、ニーズ調査の中で妊娠

期を振り返ってどんな支援があったら良かったかとい

う意見は自由記載で聞いております。今のお子さんが

いる人に振り返ってもらって、どういうことを感じま

したかというアンケートはとっております。 

自分がどこの部会に入るかというのと、部会の責任

者を今日決めて、事前にメールや電話でも話をする機

会を作って、その後にちょっと会議の前に健康づくり

課の話を聞いてみるとか、それぞれ部会ごとの情報収

集をやることをしないと、会議を２時間とっても何か

ら始めるかわからない状況になるかなと思います。 

ここでみなさんの所属の部会と座長を決めて、その

中で連絡を取り合っていただいて、テーマを決めると

いうことでよろしいですか。 

そこまで行けると次の会議の準備ができますかね。

提案ですが、一回休憩を取っていただいて、その間

に所属を決めるのはいかがでしょうか。 



32 

渡辺会長 

渡辺会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

事務局・白石 

鈴木副会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

事務局・白石 

それでは、いったん休憩をしてその中で、所属を決

めるとしましょう。 

＜休憩＞ 

休憩の間にグループ分けが決まりまして、各グルー

プ妊娠マタニティ期は、松倉委員、渡辺武雄委員、岩

瀬委員、井上委員、相澤委員で、座長は松倉委員です。

未就園児期は、鈴木委員、富井委員、能城委員、木

下委員、白井委員で、座長は鈴木委員です。 

学齢期は、岡村委員、渡辺、君塚委員、菊池委員、

廣田委員で、座長は岡村委員です。 

各グループの座長の方については、各委員と連絡を

取り合っていただいて、次の会議までにテーマを決め

ておいてください。 

それで、次回の会議の開催というのは、まだ、全く

の未定ですか。 

議題も決まっておりませんし、時期については未定

です。 

議題案としたらどんな内容ですか。 

今の時点では、まだわかりません。 

今、決まった人たちでネットワークを組んで、少し

事前に調べることがあれば調べるために時間が欲しい

ので、４月とかはないですよね。 

４月は想定しておりません。 

子育て支援の地方創生枠というのは、この会議には

関係ないですか。 

地方創生交付金ということで、国から富津市の枠と

いうことで、事業をする予定です。子育て支援の関係

としては、中学生以下のお子さんに対する商品券の交
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事務局・白石 

渡辺会長 

事務局・白石 

渡辺会長 

松倉委員 

渡辺会長 

鈴木副会長 

渡辺会長 

松倉委員 

事務局・白石 

渡辺会長 

付と備品の貸付けということで、１歳未満のお子さん

を対象にしてチャイルドシートとベビーカーの貸し出

しを考えています。これらは４月以降検討していくこ

とになっています。 

それは、この会議で議論することと全く関係のない

ことですか。それの絡みで会議を開くということはあ

りますか。 

それはありません。市の事業として行うものです。

会議に諮ることはないです。 

そうするとまったくテーマは決まっていないという

ことですね。 

そうです。 

次のスケジュールは、私と副会長と事務局で相談し

て決めるという形でよろしいでしょうか。 

私の希望としては、６月以降でお願いしたいと思い

ます。 

イメージとしては、６月か７月位だと思います。 

早めに動ける日というのを教えてもらって、予定だ

けでも入れられるようにしたいですね。 

座長がいないと会議が進められないですよね。まず、

座長の日程から決めて行くような形になると思いま

す。 

それぞれのグループに行政側からアドバイザー的な

人に入ってもらうことはできるのでしょうか。 

担当を決めて、資料を用意するものがあれば用意い

たします。 

それは、事務局に連絡をすればよろしいですか。そ

れと出来れば事務局としても副案のようなものも準備

いただけますか。基本的には、委員の皆さんの中でま

とめていただきますが、その中で行政として課題に思
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っていることがあれば、その一つとして取り上げるこ

ともできると思うので、用意していただけますか。 

担当に用意させます。 

外に特になければ、それでは、議題１については、

以上とします。 

５ 報告 

（１）パブリックコメントの結果について 

報告（１）パブリックコメントの結果について、事

務局の説明を求めます。 

 資料１について説明 

 質疑・意見なし 

（２）保育料について 

報告（２）保育料について、事務局の説明を求めます。

 資料２について説明 

○質疑・意見 

事務局の説明が終わりました。ご意見等をお願いし

ます。 

 保育料が急変してしまう家庭については、配慮があ

るとのことで据え置き期間を作るとのことでしたが、

いつまででしょうか。 

 ８月までです。 

 新しい市民税が算定されるときには、新しい基準で

みるということですか。 

 ９月からは、平成 26 年の収入で算定しなおしますの
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で、その時はそれで算定された保育料となります。 

 兄弟で入所の場合は、２人目は半額、３人目は無料

というのは継続されますか。 

 継続します。ただし、幼稚園の保育料については、

２人目半額、３人目無料というのはありますが、幼稚

園の部分０・１・２歳は入れませんので、幼稚園の子

どもについては、小学校３年生から数えて２人目が半

額、３人目が無料となります。例えば一人目が小学校

１年生、二人目が幼稚園、三人目が保育所に行ってい

る場合は、幼稚園に入っている子については小学生か

らカウントしますので、保育料が半額となり、保育所

に行っている子のカウントは小学校に入るまでとな

り、上の子が幼稚園に行っていても減額の対象となり

ますので、保育料が半額となります。 

 また、同時に３人保育所に入っている場合、３人目

の子については、無料となっております。 

 これは、案ではなくてもう決定事項でよろしいです

か。 

 現時点では、案ですがほぼ決定です。 

 延長保育はやってないでしょうか。 

 公立では、土曜日の延長保育をやっております。そ

ちらについても料金改定を行いまして、３歳以上で現

行一月 240 円でしたが、毎週１時間だけ延長を使う場

合で 240 円でしたが、今回の改正で 100 円としました。

３歳未満児は同様の場合で 600 円でしたが、250 円と

しています。 

 保育標準時間 11 時間を超える延長保育はやってい

ないということですか。 

 現在は、公立はやっておりません。 

 民間だけということですか 
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 民間で、１～２時間延長しています。 

 その金額というのは、民間の園が決めているという

ことですか。 

 そうです。公立については、平成 27 年度から中央保

育所で 30 分延長の７時まで実施します。 

 それは無料ですか。 

 料金は先ほどの金額の半額となります。 

 公立保育所の短時間利用８時間を延長したときは、

料金はとられるのですか。 

 基本的には想定はしておりませんが、延長すること

が常態化するようであれば、標準時間認定に変更する

よう指導する予定です。たまに多少遅れるということ

はあると思いますが、それはサービスの一環として捉

えています。 

 他にありますか、他に無いようであれば、議題と報

告と全て終了しましたが、その他事務局から何かあり

ますか。 

 特にありません。 

 それでは、長時間お疲れ様でした。平成 26 年度の第

５回富津市子ども・子育て会議を終了いたします。引

き続き、平成 27 年度もよろしくお願いいたします。 

閉会 


